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いハーナム省ズイティエン県Ｄ社（以下、村と呼称） 。 「省」 、 「県」 、 「社」はそれぞれ日本の県、郡、村に相当する。同省の面積は八五九 ・七平方キロメートル 人口は八二万六六〇〇人（二〇〇六年暫定値）でベトナム北部紅河デルタに位置する。同デルタ内にある二中央直轄市九省中、面積は下から二番目、人口は最も少ない。
　Ｄ村はベトナムの北部と南部をつなぐ国
道一Ａ号線に貫かれ 八〇〇〇人満たない。一Ａ号線の喧騒と裏腹に少し脇にそれると田園が広がる。そして、 亭 （ディン） 、カトリック教会、仏教寺院がそれぞれの個性を保ちつつ空間を共有している。
　市場には食料品から衣料品までなんでも























































　　　　　◇ 　　◇ 　　◇　二〇〇七年一〇月、 で中部北方地域
に位置するタインホア省 向かった。ハノイからタインホア省に行く は国道一Ａ号線を用いる。行きは車を借り ので前年の調査時にお世話になったハーナム省の人ちに少しだけ挨拶できた。帰路は通りがかりのバスを拾いハノイへ。やが ハーナム省に入り、車窓から外を注視する。 　
　Ｋ君の暮らす村をバスは通りすぎた。
（てらもと 　みのる／アジア経済研究所地域研究センター）
闘鶏を楽しむ 産声を上げつつある障害者活動のリーダ （ー中央）とご家族。同男性は「漢方」の専門家
２人は戦友
